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は
じ
め
に

　
本
書
は
、
元
々
悪
評
の
高
か
っ
た
中
国
の
公

衆
ト
イ
レ
が
社
会
運
動
や
国
家
政
策
に
よ
り
整

備
さ
れ
る
と
い
う
、
現
代
の
中
国
で
展
開
さ
れ

て
い
る
ト
イ
レ
革
命
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
中
国

を
含
む
東
ア
ジ
ア
、
さ
ら
に
世
界
各
地
に
お
け

る
ト
イ
レ
文
化
の
様
々
な
あ
り
よ
う
、
お
よ
び

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
起
こ
っ
て
き
た
ト
イ
レ
の

文
明
化
プ
ロ
セ
ス
を
論
じ
た
大
著
で
あ
る
。
中

国
の
ト
イ
レ
革
命
と
は
、
一
般
的
に
は
、
市
民

の
健
康
や
生
活
水
準
の
向
上
を
図
る
た
め
、
特

に
こ
の
一
〇
年
来
、
中
国
政
府
が
上
か
ら
下

へ
、
都
市
か
ら
農
村
へ
と
取
り
組
ん
で
い
る
衛

生
的
な
ト
イ
レ
の
普
及
を
目
標
と
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
、
本
書
は
、
中
国
で
最
も
一
般
的
か
つ

伝
統
的
な
ト
イ
レ
文
化
や
ト
イ
レ
革
命
を
テ
ー

マ
と
し
た
、
民
俗
学
・
文
化
人
類
学
な
ど
関
連

分
野
に
お
け
る
最
初
の
成
果
で
あ
る
。「
は
じ

め
に
」
で
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
著
者
が
一

九
八
二
年
に
民
族
学
を
専
攻
し
て
中
国
社
会
科

学
院
の
修
士
課
程
に
入
学
し
て
以
来
、
普
段
の

日
常
生
活
に
対
す
る
関
心
や
考
察
を
も
と
に
し

て
、
三
〇
年
以
上
か
け
て
発
表
し
て
き
た
学
術

論
文
を
大
幅
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
り
、
著
者

に
と
っ
て
「
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
研
究
課

題
、
運
命
的
な
仕
事
」（
二
頁
）
に
あ
た
る
と

さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
れ
ま
で
の
著
者
の

中
国
の
ト
イ
レ
を
め
ぐ
る
研
究
の
集
大
成
的
な

成
果
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
著
者
は
、
元
々
文
化
人
類
学
（
民
族
学
）
を

専
門
と
し
て
き
た
が
、
日
本
で
ポ
ス
ト
ド
ク

タ
ー
を
務
め
た
頃
か
ら
近
接
領
域
で
あ
る
民
俗

学
分
野
に
関
す
る
体
系
的
な
知
識
を
身
に
つ
け

る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
書
は
、
著
者
が
ネ
イ

テ
ィ
ブ
の
文
化
人
類
学
・
民
俗
学
の
視
点
と
い

う
、
日
本
に
お
い
て
も
中
国
に
お
い
て
も
斬
新

な
見
方
を
採
っ
て
、
長
年
研
究
を
続
け
て
き
た

課
題
の
成
果
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ネ
イ

テ
ィ
ブ
の
人
類
学
を
内
部
へ
と
よ
り
深
化
し
、

文
化
人
類
学
と
民
俗
学
の
双
方
が
生
産
的
な
相

互
補
完
を
促
す
学
術
研
究
を
積
極
的
に
実
践
す

る
と
い
う
著
者
の
狙
い
を
反
映
し
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

　
本
書
の
対
象
は
、
中
国
社
会
に
お
け
る
排
泄

物
の
処
理
方
法
と
ト
イ
レ
と
い
う
空
間
を
め
ぐ

る
観
念
と
行
為
や
実
践
で
あ
る
。
特
に
「
ト
イ
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レ
文
化
の
多
様
性
」「
ト
イ
レ
の
文
明
化
プ
ロ

セ
ス
」「
ト
イ
レ
を
め
ぐ
る
都
市
／
農
村
、
公

的
空
間
／
私
的
空
間
、
自
己
／
他
者
な
ど
の
差

異
」「
ト
イ
レ
の
改
良
と
国
家
イ
メ
ー
ジ
お
よ

び
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
改
善
と
の
関
連
」

（
二

－

三
頁
）
な
ど
の
主
な
議
論
の
論
点
を
整

理
し
て
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
本
書
は
中
国
語

の
研
究
文
献
だ
け
で
な
く
、
ト
イ
レ
や
ト
イ
レ

革
命
に
関
す
る
日
本
語
の
研
究
資
料
も
多
く
参

照
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
著
者
が
一
九
九
二
年

よ
り
、
日
本
で
の
長
期
的
な
研
究
に
取
り
組
ん

だ
経
験
に
よ
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ト
イ
レ

革
命
に
つ
い
て
言
及
す
る
際
に
取
り
上
げ
る
事

例
は
、
か
な
り
長
い
歴
史
的
な
時
間
や
、
広
い

範
囲
の
地
域
を
カ
バ
ー
し
て
詳
細
に
考
察
さ
れ

て
い
る
。

　
以
下
で
は
、
ま
ず
各
章
の
内
容
を
概
観
し
、

そ
の
う
え
で
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
た
い
。

本
書
の
概
要

　
本
書
は
以
下
の
一
二
章
お
よ
び
二
本
の
関
連

す
る
論
文
か
ら
構
成
さ
れ
る
（
筆
者
和
訳
）。

　
は
じ
め
に
　
問
題
意
識
と
キ
ー
ワ
ー
ド

　
第
一
章
　
農
耕
文
明
の
ト
イ
レ
文
化

　
第
二
章
　
社
会
運
動
と
ト
イ
レ
の
改
良

　
第
三
章
　
文
明
形
態
の
転
換
│
│
外
部
の
批

判
と
内
部
の
反
応

　
第
四
章
　
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
努
力
│
│
国
家

イ
メ
ー
ジ
の
改
善

　
第
五
章
　
公
共
性
│
│
観
光
ト
イ
レ
か
ら
都

市
の
公
衆
ト
イ
レ
ま
で

　
第
六
章
　
農
村
に
お
け
る
ト
イ
レ
改
良
の
実

践

　
第
七
章
　
ト
イ
レ
革
命
を
め
ぐ
る
デ
ィ
ス

コ
ー
ス

　
第
八
章
　「
ト
イ
レ
文
明
」
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化

　
第
九
章
　
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
ト
イ
レ
文

明
」
の
発
展

　
第
十
章
　
バ
ス
ル
ー
ム
│
│
生
活
の
品
質
を

求
め
る
正
当
性

　
お
わ
り
に

　
附
録
一
　
排
泄
・
生
育
・
結
婚
│
│
隠
喩
と

し
て
の
「
馬
桶
」
の
パ
ワ
ー

　
附
録
二
　「
不
潔
・
清
潔
」
に
関
す
る
観
念

の
変
容
と
ト
イ
レ
革
命

　
後
書
き
・
謝
辞

　
こ
の
章
構
成
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
書

は
、
ト
イ
レ
の
文
化
と
改
良
の
実
践
に
焦
点

を
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。「
は
じ
め
に
」
で

は
、
問
題
意
識
と
キ
ー
ワ
ー
ド
に
つ
い
て
述

べ
、
具
体
的
に
、
全
体
を
つ
ら
ぬ
く
三
つ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
る
。
一
つ

目
は
、「
ト
イ
レ
文
化
」
で
あ
り
、
異
な
る
地

域
社
会
の
も
つ
ト
イ
レ
に
関
す
る
特
定
の
習

慣
や
設
備
を
指
す
。
二
つ
目
は
、「
ト
イ
レ
問

題
」
で
あ
り
、
社
会
の
文
明
化
の
プ
ロ
セ
ス
の

中
で
生
じ
た
ト
イ
レ
に
関
わ
る
問
題
の
こ
と

で
あ
る
。
三
つ
目
は
、「
ト
イ
レ
革
命
」
で
あ

り
、
あ
る
社
会
に
お
い
て
、
民
衆
の
内
発
的
な

ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
や
国
際
社
会
か
ら
の
刺
激
な

ど
の
外
発
的
要
因
に
よ
り
、
人
々
の
排
泄
行
為

の
管
理
や
排
泄
物
処
理
施
設
と
そ
の
関
連
シ
ス

テ
ム
の
改
善
な
ど
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
指
す
。

そ
し
て
、
ト
イ
レ
革
命
に
対
す
る
分
析
に
つ
い

て
、「
五
つ
の
領
域
に
関
し
て
論
ず
る
」（
八

頁
）
と
述
べ
る
。
そ
れ
ら
は
、「
都
市
化
／
現

代
化
し
た
一
般
住
宅
に
お
け
る
ト
イ
レ
の
普

及
」「
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
公
衆
ト
イ
レ
の
質
の

向
上
」「
市
政
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
施
設
に
設
置

さ
れ
る
ト
イ
レ
革
命
」「
農
村
ト
イ
レ
の
改
良
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運
動
」「
政
府
機
関
な
ど
の
公
共
ト
イ
レ
の
一

般
開
放
」（
九
頁
）
の
五
つ
で
あ
る
。

　
第
一
章
で
は
、
ま
ず
冒
頭
で
「
ト
イ
レ
文

化
」
が
さ
ら
に
詳
細
に
定
義
さ
れ
、「
ど
の
よ

う
な
社
会
集
団
に
も
設
定
さ
れ
る
人
々
の
排
泄

行
為
お
よ
び
そ
の
排
泄
物
に
対
す
る
管
理
、

制
限
と
処
置
に
関
す
る
規
範
と
施
設
」（
一
〇

頁
）
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
水
洗
ト
イ

レ
と
汲
み
取
り
式
ト
イ
レ
（「
旱
廁
」）
を
事
例

と
し
て
取
り
上
げ
、
中
国
と
西
洋
、
中
国
の
南

部
と
北
部
、
さ
ら
に
よ
り
細
か
い
地
域
間
の
ト

イ
レ
文
化
の
差
異
が
説
明
さ
れ
、
特
定
の
地
域

単
位
に
お
い
て
、
ト
イ
レ
に
関
す
る
文
化
が
日

常
生
活
の
中
で
形
作
ら
れ
る
各
種
の
基
本
的
な

規
範
や
習
慣
に
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

る
。
こ
の
章
の
五
つ
の
節
に
お
い
て
、
著
者
は

主
に
次
の
三
つ
の
論
点
に
つ
い
て
論
じ
る
。
す

な
わ
ち
、
⑴
中
国
や
そ
の
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
に

お
け
る
糞
尿
を
農
家
の
肥
や
し
と
す
る
伝
統

は
、
農
耕
文
明
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
こ

と
。
⑵
伝
統
的
に
農
民
た
ち
は
、
居
住
す
る
地

域
や
所
属
す
る
民
族
ご
と
に
異
な
る
糞
尿
の
処

理
方
法
と
関
連
す
る
施
設
の
設
置
方
法
お
よ

び
、
関
連
す
る
観
念
を
作
り
上
げ
て
き
た
こ

と
。
そ
し
て
⑶
各
々
の
社
会
に
生
活
す
る
人
々

は
こ
の
よ
う
な
ト
イ
レ
に
関
す
る
観
念
に
基
づ

い
て
、
富
の
象
徴
と
さ
れ
る
便
器
、
ト
イ
レ
の

神
信
仰
や
タ
ブ
ー
、
家
屋
風
水
な
ど
、
多
様
な

地
域
・
郷
土
の
文
化
的
知
識
を
生
み
出
し
て
き

た
こ
と
。
ま
た
、
そ
う
し
た
観
念
や
知
識
は
、

都
市
と
農
村
に
お
け
る
異
な
る
社
会
分
業
や
、

排
泄
物
と
排
泄
空
間
を
め
ぐ
る
人
々
の
清
潔
／

不
潔
の
観
念
と
衛
生
の
観
念
に
も
あ
る
程
度
影

響
を
与
え
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

　
第
二
章
で
は
、「
衛
生
」
と
い
う
概
念
の
伝

統
的
な
意
義
（
主
に
個
人
レ
ベ
ル
で
、
身
体
や

生
命
を
養
う
こ
と
、
長
命
に
す
る
こ
と
を
意
味

す
る
ほ
か
、
医
療
や
医
薬
を
も
含
む
）（
四
一

頁
）
と
近
代
的
な
意
義
（
主
に
国
家
レ
ベ
ル

で
、
民
衆
の
健
康
を
保
護
す
る
こ
と
を
意
味
す

る
）（
四
二
頁
）
を
め
ぐ
っ
て
、
清
朝
末
期
の

ア
ヘ
ン
戦
争
（
一
八
四
〇
年
）
に
お
け
る
「
衛

生
救
国
」
思
想
に
始
ま
り
、
歴
史
上
中
国
で
何

度
も
繰
り
返
さ
れ
た
ト
イ
レ
の
改
良
に
関
わ
る

社
会
運
動
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、「
光
緒
新
政
」（
一
九
〇
一
〜
一
九
一

一
年
）
の
際
に
制
定
さ
れ
た
清
潔
・
衛
生
に
関

す
る
法
律
の
規
範
、
ま
た
、
一
九
三
〇
年
代
か

ら
始
ま
っ
た
「
新
生
活
運
動
」
に
お
け
る
ト
イ

レ
と
飲
用
水
の
改
良
に
関
す
る
規
範
、
一
九
五

〇
年
代
の
「
愛
国
衛
生
運
動
」
の
際
に
疾
病
予

防
措
置
の
た
め
に
実
施
さ
れ
た
衛
生
清
潔
に
関

す
る
規
定
、
さ
ら
に
近
年
農
村
で
広
く
行
わ
れ

て
い
る
ト
イ
レ
の
改
良
を
中
心
と
し
た
ト
イ
レ

改
革
運
動
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
中
国
近
現
代
の
歴
史
上
ど
の
時
期
で

あ
っ
て
も
、
中
国
政
府
は
衛
生
の
面
で
特
に
ト

イ
レ
に
対
す
る
改
良
措
置
を
実
施
し
て
き
た
こ

と
が
わ
か
る
。

　
第
三
章
で
は
、
一
九
五
〇
年
代
以
来
の
中
国

の
実
情
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
な
ぜ
ト
イ
レ
の
問

題
が
中
国
の
現
代
化
と
発
展
に
と
っ
て
無
視
で

き
な
い
、
比
較
的
深
刻
な
問
題
で
あ
る
か
が
、

詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
中
国
社

会
が
そ
れ
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

次
の
よ
う
な
内
因
と
外
因
の
相
互
作
用
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
る
。
内
在
的
な
原
因
と
し
て
は
、
前
述
の

よ
う
に
、
糞
尿
な
ど
の
排
泄
物
を
肥
料
と
す
る

農
耕
文
明
の
伝
統
が
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
に

化
学
肥
料
を
利
用
す
る
現
代
科
学
技
術
の
生
産

方
式
に
転
換
し
始
め
た
こ
と
と
、
一
九
八
〇
年
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代
以
降
、
都
市
化
が
進
む
に
つ
れ
て
人
口
が
急

増
し
、
公
衆
ト
イ
レ
問
題
の
改
善
な
ど
の
い
わ

ゆ
る
農
村
的
文
明
形
態
か
ら
都
市
的
文
明
形
態

へ
の
変
化
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
ま

た
、
外
在
的
な
原
因
と
し
て
は
、
一
九
七
八
年

の
改
革
開
放
以
降
、
中
国
を
訪
れ
た
外
国
人
観

光
客
な
ど
が
、
中
国
の
ト
イ
レ
環
境
に
対
す
る

不
満
や
批
判
を
表
明
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

　
第
四
〜
六
章
で
は
、
著
者
は
大
き
な
紙
幅
を

割
い
て
、「
は
じ
め
に
」
で
言
及
さ
れ
た
ト
イ

レ
革
命
に
関
わ
る
五
つ
の
領
域
に
関
し
て
議
論

し
て
い
る
。
各
領
域
間
相
互
の
関
連
に
基
づ
い

て
、
著
者
は
三
つ
の
主
要
な
議
題
を
三
章
に
分

け
て
論
じ
て
い
る
。
第
四
章
で
は
、
一
九
八
〇

年
代
以
降
、
特
に
国
家
の
祝
典
や
観
光
開
発
の

場
に
お
い
て
、
公
衆
ト
イ
レ
が
国
家
イ
メ
ー
ジ

に
深
く
関
わ
る
と
さ
れ
た
た
め
、
中
国
政
府

（
地
方
政
府
を
含
む
）
が
行
政
機
関
や
観
光
施

設
な
ど
に
お
け
る
公
衆
ト
イ
レ
の
改
良
に
取
り

組
ん
で
き
た
努
力
と
実
践
（
い
わ
ゆ
る
「
公
衆

便
所
の
改
造
運
動
」）（
九
五
頁
）
が
論
じ
ら
れ

る
。
第
五
章
で
は
、主
に
ト
イ
レ
の
「
公
共
性
」

を
め
ぐ
っ
て
、
都
市
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
体
系
に

お
け
る
公
衆
ト
イ
レ
が
一
般
の
人
々
の
「
民

生
」
問
題
と
も
関
わ
る
こ
と
（
九
八
頁
）
が
論

じ
ら
れ
る
。
著
者
は
、
清
潔
感
の
あ
る
用
便
環

境
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
用
便
行
為
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
が
保
護
さ
れ
て
い
れ
ば
、
現
代
の
人
々

は
質
の
高
い
日
常
生
活
に
お
け
る
満
足
感
や
幸

福
感
を
感
じ
ら
れ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
第

六
章
で
は
、
観
光
地
や
都
市
だ
け
で
な
く
、
農

村
部
で
も
生
活
の
質
の
向
上
を
実
現
す
べ
く
、

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
中
国
の
衛
生
行
政
部
門

が
、
観
光
開
発
と
小
康
社
会
の
構
築
を
機
に
、

広
範
な
農
村
に
お
け
る
ト
イ
レ
改
良
の
実
践
を

も
推
進
し
て
き
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
る
。

　
第
七
章
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
こ
こ
数
十
年

間
に
中
国
で
行
わ
れ
た
ト
イ
レ
革
命
の
具
体
的

な
実
践
を
踏
ま
え
、
主
に
「
ト
イ
レ
革
命
の
必

要
性
、
緊
急
性
、
合
理
性
お
よ
び
可
能
性
」

（
一
三
五
頁
）
を
め
ぐ
っ
て
、
中
国
社
会
の
公

共
メ
デ
ィ
ア
で
用
い
ら
れ
て
い
る
デ
ィ
ス
コ
ー

ス
が
体
系
的
に
整
理
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
著
者

は
現
代
中
国
社
会
に
お
け
る
ト
イ
レ
革
命
の
重

要
性
を
証
明
す
る
た
め
に
、
公
衆
メ
デ
ィ
ア
が

主
に
「
発
展
」、「
衛
生
（
科
学
）」
と
「
文
明

論
」
な
ど
の
三
つ
の
言
説
と
ト
イ
レ
と
を
関
連

づ
け
て
議
論
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘

す
る
。
一
方
、
公
衆
ト
イ
レ
の
改
善
は
政
府
が

国
民
に
提
供
す
べ
き
基
本
的
な
公
共
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
ト
イ
レ
革
命
の
「
公
共

性
」
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
公
共
メ
デ
ィ
ア

や
政
府
の
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
で
は
あ
ま
り
言
及
さ

れ
ず
、
し
か
も
行
政
機
関
や
住
宅
団
地
な
ど
の

公
共
施
設
に
設
置
さ
れ
る
公
衆
ト
イ
レ
は
「
外

部
者
の
使
用
禁
止
」
措
置
が
と
ら
れ
る
（
一
五

二
頁
）
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
不
備
が
存
在

す
る
。
著
者
は
、
そ
う
し
た
状
況
は
中
国
の
社

会
階
層
間
の
格
差
や
、
都
市
と
農
村
の
間
の
格

差
が
依
然
と
し
て
あ
る
程
度
存
在
す
る
こ
と
を

反
映
し
て
い
る
と
論
ず
る
。

　
第
八
章
で
は
、
ト
イ
レ
の
文
明
化
の
過
程
に

つ
い
て
集
中
的
に
議
論
さ
れ
る
。
著
者
は
、
本

章
の
冒
頭
で
、
ア
メ
リ
カ
の
人
類
学
者
が
提
起

す
る
、「
衛
生
」
状
況
の
変
容
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
が
農
村
生
活
か
ら
都
市
生
活
に
移
行
す
る
こ

と
を
示
す
、
と
い
う
論
点
が
、
現
代
民
族
国
家

の
衛
生
体
制
下
に
生
じ
た
ト
イ
レ
の
問
題
を
説

明
す
る
の
に
は
適
し
て
い
な
い
と
指
摘
す
る

（
一
五
七
頁
）。
そ
し
て
、
各
節
の
議
論
に
お
い

て
、
著
者
は
ト
イ
レ
の
文
明
化
に
関
す
る
自
ら
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の
主
な
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

第
一
節
で
は
、
人
々
の
基
本
的
な
ニ
ー
ズ
の
満

足
度
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
、
ト
イ
レ
の
状
態
が

徐
々
に
現
代
社
会
の
文
明
度
の
高
さ
を
証
明
す

る
も
の
と
な
っ
て
き
た
と
論
じ
る
。
第
二
節
で

は
、
ト
イ
レ
革
命
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
過
程
を

理
解
す
る
た
め
に
適
切
な
理
論
は
エ
リ
ア
ス
の

文
明
論
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
特
に
、

特
定
の
社
会
に
お
い
て
、
人
々
の
行
為
と
感
覚

が
あ
る
方
向
に
変
化
し
続
け
る
こ
と
は
、
入
念

な
計
画
と
検
討
の
結
果
で
は
な
く
、
外
部
か
ら

の
様
々
な
強
制
力
が
次
第
に
内
化
さ
れ
、
自
己

強
制
や
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
結
果
で
あ
る
、
と
い
う
エ
リ
ア
ス
の

文
明
論
の
知
見
は
、
現
在
の
中
国
で
起
こ
っ
て

い
る
ト
イ
レ
革
命
の
プ
ロ
セ
ス
に
も
あ
て
は
ま

る
と
す
る
。
そ
れ
を
詳
し
く
説
明
す
る
た
め

に
、
第
三
節
で
は
、
台
湾
・
香
港
・
上
海
・
天

津
・
青
島
・
広
州
な
ど
の
植
民
地
や
租
界
に

な
っ
た
経
験
の
あ
る
都
市
で
、
当
局
が
衛
生
防

疫
と
下
水
道
処
理
の
条
件
に
基
づ
い
て
、
華
人

の
居
住
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る
隔
離
政

策
や
接
触
制
限
措
置
を
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

の
考
察
が
な
さ
れ
る
。
こ
の
事
例
分
析
を
通
じ

て
、
著
者
は
当
時
の
ト
イ
レ
の
文
明
化
は
外
国

当
局
の
強
制
力
に
よ
り
実
行
さ
れ
た
よ
う
に
見

え
る
が
、
実
は
そ
の
強
制
力
を
内
化
し
た
人
々

が
自
覚
し
て
文
明
化
に
向
か
っ
た
こ
と
も
無
視

で
き
な
い
と
指
摘
す
る
。

　
第
九
章
で
は
、
ト
イ
レ
革
命
を
率
先
し
て

成
し
遂
げ
た
日
本
に
目
が
向
け
ら
れ
る
。
著

者
の
考
察
に
よ
る
と
、
日
本
の
ト
イ
レ
文
明

も
、
ほ
ぼ
農
耕
文
明
か
ら
工
業
文
明
と
都
市
の

時
代
へ
の
転
換
を
経
て
生
じ
た
も
の
だ
が
、
そ

の
後
、
様
々
な
改
革
を
通
し
て
、
東
ア
ジ
ア
の

ト
イ
レ
文
明
を
リ
ー
ド
す
る
よ
う
に
な
り
、

「
世
界
ト
イ
レ
機
関
」（W

T
O

: W
orld Toilet 

O
rganization

）
の
活
動
に
積
極
的
に
参
与
し
、

多
く
の
貢
献
を
果
た
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
る
（
第
一
節
）。
ま
た
戦
後
、
韓
国
や
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
な
ど
の
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
の

国
家
、
さ
ら
に
は
中
国
の
北
京
、
上
海
な
ど
の

主
要
都
市
、
お
よ
び
マ
カ
オ
、
台
北
で
も
ト
イ

レ
革
命
が
始
ま
り
、
ト
イ
レ
の
改
良
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
論
ず
る
（
第
二
節
）。
最

後
に
著
者
は
、
中
国
社
会
の
ト
イ
レ
革
命
が
成

功
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
条
件
は
、
自
身
の
伝

統
文
化
に
対
す
る
自
覚
に
よ
る
ト
イ
レ
文
明
の

向
上
の
た
め
の
行
動
と
実
践
に
あ
る
こ
と
を
提

示
す
る
。

　
第
十
章
で
は
、
資
産
の
増
加
に
よ
る
人
々
の

生
活
品
質
向
上
の
追
求
か
ら
、
現
在
も
行
わ
れ

て
い
る
ト
イ
レ
革
命
と
公
衆
便
所
の
文
明
化
、

お
よ
び
人
々
の
日
常
生
活
に
お
け
る
ト
イ
レ
を

め
ぐ
る
行
動
の
変
遷
に
つ
い
て
考
察
が
な
さ
れ

る
。
例
え
ば
、
現
在
一
般
市
民
は
ト
イ
レ
に
つ

い
て
語
る
時
、
中
国
語
の
「
廁
所
」
で
な
く

「
衛
生
間
」
と
い
う
相
対
的
に
上
品
な
表
現
を

用
い
る
（
二
〇
七
頁
）。
こ
の
よ
う
に
ト
イ
レ

を
め
ぐ
る
品
位
向
上
の
原
動
力
は
、
経
済
発
展

と
市
民
生
活
水
準
の
向
上
を
背
景
と
し
た
、
多

く
の
民
衆
の
も
つ
品
の
あ
る
美
し
い
生
活
に
対

す
る
渇
望
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
結
論
で
は
、
本
書
の
タ
イ
ト
ル
に
用
い
ら
れ

た
「
道
在
屎
溺
」
と
い
う
文
言
に
関
連
し
て
、

ト
イ
レ
と
ト
イ
レ
革
命
を
議
論
し
て
き
た
理
由

が
改
め
て
提
起
さ
れ
る
。
ま
た
著
者
は
、
ト
イ

レ
革
命
の
推
進
と
ト
イ
レ
文
明
の
向
上
は
、
最

終
的
に
は
民
衆
の
意
識
的
自
覚
と
衛
生
観
念
の

向
上
に
よ
っ
て
実
現
で
き
る
と
強
調
す
る
。

　
な
お
、
本
書
に
は
排
泄
物
の
処
理
方
法
と
そ

の
器
具
や
空
間
に
関
連
す
る
民
俗
文
化
に
つ
い
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て
の
研
究
論
文
が
二
つ
収
録
さ
れ
る
。
一
つ
は

「
馬
桶
」（
中
国
の
農
耕
文
明
を
表
す
伝
統
的
な

便
器
の
一
種
）
と
呼
ば
れ
る
排
泄
物
の
空
間
を

日
常
生
活
の
道
具
と
し
て
考
察
し
、
一
般
の

人
々
の
婚
姻
習
俗
に
お
け
る
重
要
な
意
義
と
そ

の
変
容
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
（
付
録
一
）。

も
う
一
つ
は
、
文
化
人
類
学
と
民
俗
学
の
立
場

か
ら
、
人
々
の
排
泄
方
式
と
排
泄
物
の
処
理
方

法
を
め
ぐ
っ
て
、「
不
潔
／
清
潔
」
の
観
念
と

そ
の
相
互
関
係
を
整
理
し
て
考
察
し
た
も
の
で

あ
る
（
付
録
二
）。
そ
れ
ら
の
論
文
で
言
及
さ

れ
た
排
泄
物
に
関
す
る
象
徴
意
義
と
ケ
ガ
レ
の

観
念
は
、
本
書
の
対
象
と
な
る
排
泄
の
行
為
や

観
念
に
深
く
関
わ
る
核
心
理
念
で
あ
り
、
本
書

の
テ
ー
マ
で
あ
る
ト
イ
レ
革
命
の
重
要
性
と
必

要
性
に
関
す
る
論
証
に
と
っ
て
有
力
な
補
足
説

明
と
な
っ
て
い
る
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

コ
メ
ン
ト

　
以
上
の
よ
う
に
本
書
で
は
、
こ
の
数
年
来
中

国
社
会
で
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
、
ト
イ
レ
空
間
と

環
境
の
改
善
は
誰
の
ど
の
よ
う
な
実
践
に
よ
っ

て
如
何
に
な
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
詳
細
に

描
か
れ
て
い
る
。
評
価
す
べ
き
と
こ
ろ
は
、
少

な
く
と
も
大
き
く
三
つ
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
一
に
、
排
泄
行
為
や
排
泄
物
、
ト
イ
レ
に

関
す
る
問
題
を
単
に
衛
生
問
題
と
し
て
扱
い
検

討
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
よ
り
複
雑
な

総
合
的
背
景
を
有
す
る
現
代
中
国
の
社
会
的
・

文
化
的
問
題
と
位
置
づ
け
て
論
じ
て
い
る
点
で

あ
る
。「
は
じ
め
に
」
で
著
者
が
述
べ
る
よ
う

に
、
排
泄
や
ト
イ
レ
に
関
す
る
問
題
は
、
衣
・

食
・
住
な
ど
と
同
様
に
小
さ
な
も
の
で
あ
り
、

通
常
ま
っ
た
く
意
に
介
さ
れ
な
い
も
の
の
、
避

け
て
は
通
れ
ぬ
日
常
生
活
の
一
部
で
あ
る
。
清

末
・
民
国
初
期
か
ら
現
在
に
か
け
て
、
中
国
人

の
排
泄
行
為
お
よ
び
ト
イ
レ
に
関
す
る
衛
生
状

況
は
、
諸
外
国
か
ら
非
難
を
浴
び
続
け
て
き
た

た
め
、
中
国
社
会
に
お
い
て
長
年
懸
案
で
あ
り

続
け
た
問
題
と
い
え
る
が
、
こ
の
問
題
は
、
二

〇
一
〇
年
以
降
に
よ
う
や
く
転
換
の
時
を
迎
え

た
（
五
頁
）。
著
者
は
、
現
代
中
国
で
生
じ
た

ト
イ
レ
革
命
に
つ
い
て
概
観
を
取
り
ま
と
め
、

そ
れ
が
現
代
中
国
の
大
規
模
な
生
活
革
命
の
重

要
な
一
環
で
あ
る
と
い
う
視
点
を
提
示
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
き
た
。

　
第
二
に
、
ト
イ
レ
革
命
に
関
し
て
、
一
般
の

人
々
の
行
動
よ
り
も
、
国
家
政
府
や
メ
デ
ィ
ア

な
ど
を
主
体
と
す
る
都
市
や
観
光
地
・
農
村
に

お
け
る
実
践
に
着
目
し
た
点
で
あ
る
。
こ
う
し

た
ト
イ
レ
問
題
は
、
政
府
や
メ
デ
ィ
ア
が
共
に

関
心
を
も
つ
課
題
で
あ
り
、
市
民
と
郷
民
の
生

活
レ
ベ
ル
の
改
善
と
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
ほ

ど
密
接
な
関
係
が
あ
る
が
、
そ
う
し
た
公
共
の

問
題
は
従
来
の
民
俗
学
者
か
ら
は
軽
視
さ
れ
て

き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
か
ら
、
本
書
は
中

国
に
お
け
る
ト
イ
レ
革
命
の
社
会
的
、
歴
史

的
、
文
化
的
な
背
景
と
意
味
を
深
く
理
解
す
る

う
え
で
、
非
常
に
重
要
な
学
術
的
価
値
を
持
っ

て
い
る
と
い
え
る
。

　
そ
し
て
第
三
に
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
中
国
人
類

学
・
現
代
民
俗
学
の
視
座
か
ら
ト
イ
レ
問
題
を

取
り
上
げ
る
こ
と
を
試
み
た
点
で
あ
る
。
本
書

の
議
論
に
よ
る
と
、
日
本
社
会
で
生
活
し
そ
こ

で
の
ト
イ
レ
革
命
の
成
果
を
直
接
的
に
体
験
し

て
き
た
著
者
は
、
ト
イ
レ
に
関
連
す
る
問
題
を

め
ぐ
っ
て
中
国
社
会
に
お
い
て
丹
念
な
フ
ィ
ー

ル
ド
調
査
を
行
っ
て
き
た
一
方
で
、
中
国
と
い

う
〈
時
と
場
〉
か
ら
抜
け
出
し
て
、
冷
静
な
考

察
の
も
と
、
中
国
社
会
の
一
般
大
衆
や
民
生
に

関
す
る
議
題
を
提
起
し
、
ま
た
、
日
本
と
い
う

先
進
国
の
基
準
と
比
べ
て
、
ほ
ど
遠
い
状
況
に
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あ
る
現
代
中
国
社
会
の
厳
し
い
現
実
的
な
問
題

に
直
面
し
、
自
ら
の
設
定
し
た
学
術
的
課
題
の

目
標
を
達
成
す
る
よ
う
努
力
し
て
き
た
と
す

る
。
中
国
と
日
本
で
長
年
調
査
を
続
け
て
き
た

著
者
の
経
歴
は
、
こ
う
し
た
視
座
か
ら
の
研
究

を
行
う
う
え
で
、
大
き
な
資
産
と
な
り
得
る
も

の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
若
干
の
疑
問
点
も
存
在
す

る
。
第
一
に
、
本
書
で
は
、
特
定
の
地
域
社
会

を
深
く
調
査
し
た
う
え
で
の
ミ
ク
ロ
な
視
点
で

の
分
析
が
不
足
し
て
い
る
。
主
な
資
料
と
し
て

参
照
さ
れ
て
い
る
の
は
、
中
国
農
村
社
会
を
対

象
と
し
た
社
会
学
、
人
類
学
、
歴
史
学
、
考
古

学
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
、
中
国
に
生
ま
れ
育

ち
、
中
国
を
ベ
ー
ス
に
活
動
し
て
い
る
人
々
が

書
い
た
研
究
成
果
か
ら
切
り
取
ら
れ
た
、
排
泄

行
為
や
ト
イ
レ
の
状
況
に
関
す
る
記
述
や
、
当

時
の
ト
イ
レ
革
命
に
関
す
る
中
国
語
の
新
聞
記

事
な
ど
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
ら
の
資
料
が
ネ

イ
テ
ィ
ブ
の
人
類
学
と
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
く

の
か
は
、
や
や
判
然
と
し
な
い
。
ま
た
、
興
味

深
い
事
例
が
多
数
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

個
々
の
事
例
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
関
連

し
、
あ
る
い
は
本
書
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
で

あ
る
「
ト
イ
レ
文
化
」
と
関
わ
る
の
か
と
い
う

点
も
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。

　
第
二
に
、
本
書
で
は
日
本
を
中
心
に
韓
国
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア

の
諸
国
に
お
け
る
ト
イ
レ
事
情
が
参
照
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
と
中
国
の
ト
イ
レ

革
命
と
の
間
の
比
較
考
察
が
十
分
に
な
さ
れ
て

は
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
中
国
に
と
っ
て
の
ト

イ
レ
革
命
の
必
要
性
は
理
解
で
き
る
も
の
の
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
革
命
を
実
行
す
る
べ
き

か
に
つ
い
て
、
詳
細
に
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い

の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
比
較
研
究
は
、

ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
人
類
学
と
民
俗
学
の
構
築
と
い

う
著
者
の
視
点
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
は
ず
だ

が
、
本
書
の
中
で
そ
れ
が
達
成
さ
れ
て
い
る
か

に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
。

　
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
疑
問
点
は
中
国
の
人
類

学
者
に
よ
る
初
の
ト
イ
レ
に
関
す
る
研
究
書
で

あ
る
と
い
う
本
書
の
意
義
を
何
ら
損
ね
る
も
の

で
は
な
い
。
著
者
は
叢
書
の
総
序
文
に
お
い

て
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
人
類
学
と
民
俗
学
の
二
つ

の
視
座
を
架
橋
す
る
こ
と
に
よ
り
、
異
域
／
故

郷
、
他
者
／
自
身
、
外
国
語
／
母
語
と
の
間
で

多
く
の
興
味
深
い
テ
ー
マ
を
見
出
せ
る
と
指
摘

す
る
。
こ
う
し
た
テ
ー
マ
の
探
究
は
、
人
類
学

と
民
俗
学
の
研
究
者
に
と
っ
て
の
課
題
で
あ
る

と
い
え
る
だ
ろ
う
。
著
者
が
述
べ
る
よ
う
に
、

そ
れ
は
ま
た
、「
邁
向
人
民
的
人
類
学
」（
人
民

の
人
類
学
に
踏
み
出
す
）
と
い
う
費
孝
通
の
理

念
の
実
践
に
と
っ
て
も
大
き
な
意
義
を
有
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
な
お
、
本
書
は
ほ
ぼ
同
時
に
出
版
さ
れ
た
著

者
の
新
著
『
生
熟
有
度
│
│
漢
人
社
会
及
文
化

的
一
項
結
構
主
義
人
類
学
研
究
』（
商
務
印
書

館
、
二
○
一
九
年
）
と
『
百
年
衣
装
│
│
中
式

服
装
的
譜
系
与
漢
服
運
動
』（
商
務
印
書
館
、二

○
一
九
年
）
の
姉
妹
篇
に
あ
た
る
と
さ
れ
る
。

本
書
の
読
者
に
は
、
中
国
に
お
け
る
文
化
人
類

学
と
民
俗
学
に
関
す
る
近
年
の
研
究
動
向
を
よ

り
深
く
理
解
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
著
書
を

あ
わ
せ
て
読
む
こ
と
を
お
す
す
め
し
た
い
。


